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背景

・臨床研究の評価が低い

・結果(論文)をまとめるのに時
 間と労力が必要

・人材育成システムが無い

・体制・施設の不備

本課題により
人材育成システム構築
と教育実践（若手医師）を行った



①
 

遺伝子・細胞治療に従事する若手研究者（医師）が、プロ
 ジェクトリーダーとして臨床研究を推進するために必要なスキ
 ルを身につけるための育成プログラムが開発できている。

②
 

遺伝子・細胞治療に従事する若手研究者が、臨床研究を
 継続できるような臨床研究支援プログラムの開発ができている。

③
 

数件の若手医師が有する遺伝子・細胞治療に関する新し
 い医療シーズが臨床応用に目処が立つまで研究が進行して
 いる。（4人の若手医師が臨床研究医師として必要な能力を身
 につけている。）

本課題のミッションステートメント



臨床研究

基礎研究

臨床研究推進力

シーズ開発・展開力

（臨床研究の推進）
（狭義のTR）

（基礎研究への
フィードバック）

臨床研究の正のスパイラルによる循環型発展

広義（真）のTR
臨床研究



岡山大学を中心としたTR人材育成の取り組み

岡山大学 山口大学
川崎医科
大学

鳥取大学 香川大学

シーズ開発・展開力の育成臨床研究推進力の育成

高度な臨床研究から発して新たな医療

 シーズを生み出せる能力を育成する
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座学・海外派遣プログラム作成

座学

平成16年度
 

経済産業省・バイオ人材育成事業

「遺伝子・細胞治療に携わるTR人材育成」（岡山大学）で作成
したカリキュラム・シラバスをプロトタイプとして作成。

カリキュラム策定委員会にて
ブラッシュアップ

座学の実践、実証評価委員会が
学習到達度チェック



座学プログラム作成

H19年度
TRマネージャー基礎コース

H20年度
TRマネージャー発展コース
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